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資
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文 

 
『
量
り
な
い
思
索
を
探
る
』 

 
 

 
 
―

曽
我
先
生
の
譬
喩
的
な
文
を
通
し
て―

 

 

●
『
児
童
の
最
大
疑
問
』―

生
の
従
来
す
る
と
こ
ろ
、
死
の
趣
向
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず―

 

 

宗
教
は
信
仰
（
信
心
）
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
口
先
や
、
人
真
似
で
は
な
い
。
其
腹
底
か
ら
、

湧
き
出
で
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
ん
な
ら
小
供
に
は
、
そ
ん
な
腹
か
ら
吐
き
出
す
様

な
、
宗
教
心
が
あ
ら
ふ
か
、
と
は
、
私
共
の
心
に
浮
ぶ
所
の
疑
問
で
あ
る
。 

 

「
母
ち
や
ん
、
私
、
何
処
か
ら
生
れ
て
来
た
の
だ
ら
う
ネ
！
」
是
は
可
愛
ら
し
い
、
フ
ツ
ク

リ
と
し
た
、
美
の
神
（
小
児
）
が
、
母
ち
や
ん
達
の
膝
に
抱
か
れ
て
乳
房
を
ヒ
ネ
リ
つ
ゝ
、
何

だ
か
心
配
さ
う
に
問
ふ
、「
大
疑
問
」
で
あ
る
。
総
別
小
児
は
、
何
か
に
就
て
う
る
さ
い
程
、
問

を
起
す
も
の
で
、
見
る
物
、
聞
く
も
の
、
皆
悉
く
珍
ら
し
い
、
面
白
い
、
可
笑
し
い
、
不
思
議

な
も
の
で
、
一
と
し
て
疑
の
種
と
な
ら
ぬ
も
の
は
な
い
が
、
其
中
で
一
番
不
思
議
で
な
ら
ぬ
の

は
、「
自
分
は
何
処
か
ら
来
た
の
で
あ
ら
ふ
。
コ
ン
ナ
ま
あ
可
愛
ら
し
い
、
善
い
子
は
、
何
処
か

ら
生
れ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
云
ふ
こ
と
は
、
此
上
な
い
意
味
深
き
、
重
大
な
る
疑
で
あ
る
。
其

問
を
起
す
時
は
、
心
配
さ
う
に
、
一
心
に
母
ち
や
ん
の
顔
を
見
つ
め
て
、
其
答
を
待
て
居
る
の

で
あ
る
。
所
が
大
抵
の
母
ち
や
ん
達
は
直
に
こ
ん
な
答
を
す
る
で
せ
う
。「
坊
や
は
大
根
鼻
で
、

拾
ふ
て
来
た
の
よ
」
と
か
、「
大
き
な
烏
が
抱
て
来
て
置
て
行
た
の
よ
」
と
か
、「
大
河
か
ら
流

れ
て
来
た
の
よ
」
と
か
、
云
ふ
で
せ
う
が
、
小
児
は
決
し
て
、
コ
ン
ナ
事
で
安
心
す
る
も
の
で

な
い
。
だ
か
ら
幾
度
も
幾
度
も
、
つ
け
ま
は
り
て
、
是
事
を
問
ふ
の
で
せ
う
。
さ
う
す
る
と
五

月
蝿
く
な
り
て
来
る
も
の
だ
か
ら
、
短
気
の
母
ち
や
ん
達
は
、
直
に
「
坊
や
小
児
の
癖
に
、
ハ

ジ
ケ
タ
事
を
云
ふ
も
の
で
な
い
よ
、
真
実
に
五
月
蝿
い
児
だ
ね
」
な
ん
と
、
云
つ
て
は
ね
つ
け

る
。
是
は
実
に
大
き
な
間
違
で
あ
る
。 

 

諸
姉
よ
、
世
の
中
に
ま
た
と
こ
ん
な
高
尚
な
、
立
派
な
問
が
あ
り
ま
し
や
う
か
。
世
の
中
に

学
問
も
、
宗
教
も
、
つ
ま
り
是
大
疑
問
を
解
釈
せ
ん
が
為
に
、
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
、
是
が
分

り
た
ら
仏
だ
。
而
し
て
小
児
の
時
か
ら
、
マ
ワ
ラ
ヌ
口
で
問
ひ
初
む
る
の
で
あ
る
が
、
成
人
す

る
と
却
て
邪
見
に
な
り
て
、
忘
れ
勝
な
の
で
、「
馬
鹿
な
問
だ
」
と
て
、
笑
ふ
様
に
な
る
の
だ
。

諸
姉
、
持
つ
べ
き
は
小
児
だ
。
こ
の
美
の
神
様
は
実
に
後
生
の
大
善
知
識
な
の
だ
。
邪
見
な
母

ち
や
ん
に
後
生
の
催
促
を
す
る
の
は
実
に
小
児
で
あ
る
。 

 

我
々
は
何
処
か
ら
来
た
、
何
し
て
是
世
に
生
れ
て
来
た
か
、
と
云
ふ
こ
と
が
分
る
な
ら
、
云

何
云
ふ
行
を
し
て
、
是
世
を
渡
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
こ
と
が
分
つ
て
来
る
。
而
し

て
又
此
世
の
中
に
生
れ
て
来
た
目
的
と
か
、
所
詮
と
か
、
云
ふ
も
の
も
分
つ
て
来
る
。
而
し
て

此
世
一
生
を
終
り
て
、
今
度
は
結
局
何
処
に
行
き
、
云
何
な
る
の
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
こ
と
が

分
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
是
さ
へ
分
れ
ば
、
一
文
不
知
の
尼
入
道
も
知
者
で
あ
る
、
最
大
知
者

で
あ
る
。
乃
至 

 

仏
説
無
量
寿
経
下
巻
に
、
生
の
よ
つ
て
来
る
所
と
、
死
の
趣
き
向
ふ
所
と
を
知
ら
ず
。
と
の

玉
ひ
た
。
責
て
十
分
な
答
が
出
来
な
く
共
、
是
疑
丈
け
で
も
、
常
に
忘
れ
ぬ
様
に
、
記
憶
し
た

き
も
の
で
あ
る
。（
明
治
三
十
年
三
月
発
行
『
家
庭
』
よ
り
抜
粋
） 
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●
『
釈
尊
と
我
』―

生
の
一
念
と
死
の
一
念
の
実
験―

 

 
大
聖
釈
迦
降
誕
の
時
、
唯
我
独
尊
を
獅
子
吼
し
、
入
滅
の
時
静
に
仏
性
常
住
を
宣
揚
し
給
ひ

た
。 

驚
く
勿
れ
、
わ
れ
等
衆
生
は
何
人
も
生
の
初
を
思
ふ
時
皆
釈
尊
と
等
し
く
唯
我
独
尊
と
獅
子
吼

し
、
死
の
一
念
を
思
ふ
時
亦
皆
釈
尊
と
同
じ
く
仏
性
常
住
を
宣
揚
す
る
で
あ
ら
う
。 

さ
れ
ば

死
生
の
始
終
に
あ
り
て
は
わ
れ
等
は
全
く
大
聖
釈
尊
と
同
等
で
あ
る
。 

 

故
に
わ
れ
等
の
釈
尊
と
異
な
る
は
生
死
の
中
間
の
歳
時
で
あ
る
。
何
故
に
始
終
の
二
念
の
み

等
し
く
し
て
、
中
間
に
於
て
相
同
じ
く
な
い
乎
。 

 

釈
尊
の
八
十
年
は
生
の
一
念
の
無
限
の
連
続
で
あ
つ
た
。
故
に
彼
は
念
々
に
常
に
現
在
に
死

の
一
念
を
実
験
し
、
以
て
八
十
年
入
滅
の
時
ま
で
止
ま
な
か
つ
た
。
故
に
生
涯
一
貫
し
て
常
に

唯
我
独
尊
の
自
覚
が
あ
つ
た
。
わ
れ
等
は
生
の
一
念
を
遠
く
過
去
に
葬
り
去
り
、
随
て
最
早
是

大
自
覚
は
全
く
消
滅
し
去
り
た
の
で
あ
る
。
一
念
の
偉
人
は
遂
に
凡
人
と
化
し
た
の
は
此
故
で

あ
る
。 

 

釈
尊
の
八
十
年
は
又
死
の
連
絡
で
あ
る
。
故
に
彼
れ
の
降
誕
の
一
念
よ
り
念
々
に
当
に
死
の

一
念
を
実
験
し
、
八
十
年
入
滅
の
時
、
静
に
平
生
の
自
覚
を
表
白
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
故

に
彼
は
生
涯
一
貫
し
て
常
に
仏
性
常
住
の
信
念
に
住
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。 

 

わ
れ
等
は
死
の
一
念
を
遥
に
未
来
に
遂
ひ
や
り
、
念
々
に
死
の
門
に
向
ひ
つ
ゝ
あ
る
を
忘
れ

て
居
る
。
彼
は
臨
終
の
一
念
に
な
ら
ね
ば
偉
人
の
位
に
復
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
所
以
是
に
在

る 

釈
尊
は
生
涯
一
貫
し
て
念
々
に
死
生
の
前
に
立
ち
、
わ
れ
等
は
死
生
を
遥
に
過
去
未
来
に

放
遂
し
た
。
偉
人
凡
人
の
別
是
に
生
じ
た
。 

 
 

故
に
信
仰
の
門
に
入
る
者
は
釈
尊
と
同
じ
く
生
涯
一
貫
し
て
念
々
に
死
生
の
前
に
立
つ
て

唯
我
独
尊
、
仏
性
常
住
の
自
覚
に
住
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 
 

親
鸞
聖
人
の
宗
教
は
過
去
を
回
想
し
て
釈
尊
と
同
じ
か
り
し
を
誇
る
教
で
も
な
く
、
未
来

を
望
見
し
て
釈
尊
と
同
じ
か
ら
ん
と
欲
求
す
る
教
で
も
な
い
。
現
在
に
彼
と
同
等
な
り
と
自
覚

し
、
そ
の
絶
大
の
栄
光
を
感
謝
す
る
教
で
あ
る
。（
「
曽
我
量
深
選
集
」
４
巻
２
３
２
～
２
３
３

頁
よ
り
抜
粋
） 

 

●
『
墓
』―

法
然
の
念
仏
は
人
生
の
最
後
念
・
親
鸞
は
人
生
の
初
一
念―

 

  

墓
の
碑
文
に
往
々
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
み
つ
け
ら
る
ゝ
。
誠
に
南
無
阿
弥
陀
仏
は
人
生

を
葬
る
墓
で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は
人
生
最
後
の
帰
着
点
、
永
久
の
安
息
所
で
あ
る
。
此
文

字
を
知
る
と
否
と
、
唱
ふ
る
と
唱
へ
ざ
る
と
、
念
仏
為
本
と
叫
ん
だ
法
然
上
人
の
墓
も
南
無
阿

弥
陀
仏
で
あ
る
。
念
仏
無
間
と
は
ね
ま
は
り
た
日
蓮
上
人
の
墓
も
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
信

と
無
信
と
に
別
な
く
、
十
方
衆
生
は
悉
く
南
無
阿
弥
陀
仏
の
墓
に
永
久
に
静
寂
に
眠
り
て
居
る
。 

 

彼
等
は
皆
無
限
生
命
と
無
限
光
明
と
の
霊
の
親
を
要
求
し
、
そ
の
救
済
の
要
求
の
裡
に
、
永

久
に
救
は
れ
。
我
々
は
常
に
無
明
長
夜
に
迷
悶
し
つ
ゝ
あ
る
屍
骸
で
あ
る
。
我
が
智
慧
の
眼
を

開
き
、
我
が
生
命
の
泉
を
給
す
る
光
寿
二
無
量
を
親
を
要
求
す
る
。
我
々
は
自
己
の
究
竟
の
墓

と
し
て
の
如
来
を
念
ず
る
こ
と
に
依
り
て
生
く
る
。 

法
然
上
人
は
選
択
本
願
の
念
仏
の
中
に
久
遠
劫
来
の
自
己
を
葬
つ
た
。
同
時
に
自
己
の
妄
想

の
偶
像
な
る
聖
道
自
力
の
諸
教
を
一
切
葬
つ
た
。
法
然
上
人
に
在
り
て
は
救
済
と
は
畢
竟
心
霊
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的
自
我
埋
葬
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

宗
教
の
救
済
は
一
面
に
は
心
霊
の
墓
に
曠
劫
以
来
流
転
し
来
り
て
現
在
せ
る
自
己
、
即
ち
屍

骸
の
自
己
を
埋
葬
す
る
の
謂
で
あ
る
。
而
も
墓
な
く
し
て
は
我
々
は
屍
骸
の
始
末
に
困
し
む
。

自
己
の
業
界
の
屍
骸
は
必
ず
自
ら
埋
葬
場
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
埋
葬
が
宗
教
で
あ
る
、
即

ち
念
仏
で
あ
る
。
流
転
の
自
己
の
最
後
で
あ
る
、
墓
は
更
に
生
き
ん
と
す
る
我
々
の
厭
ふ
所
で

あ
る
。 

 

（
そ
れ
に
対
し
て
）
祖
聖
は
、
茲
に
新
し
き
人
生
の
母
と
し
て
の
宗
教
の
積
極
的
一
面
を
開

き
給
ひ
た
。 

 

自
己
に
内
観
す
る
時
、
久
遠
の
自
己
は
此
墓
の
破
壊
を
想
は
な
い
も
の
が
あ
る
か
。「
生
き
た

屍
骸
」
は
墓
を
見
せ
つ
け
ら
る
ゝ
程
、
苦
し
い
な
さ
け
な
い
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
か
。
我
々

は
生
命
を
求
む
る
、
墓
な
ん
か
は
厭
で
あ
る
。
唯
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
仕
方
な
し
の
念
仏

で
あ
る
。
誰
か
好
ん
で
念
仏
な
ど
唱
へ
や
う
。
久
遠
の
我
は
念
仏
を
一
番
好
ま
な
い
。
我
が
衷

心
よ
り
念
仏
を
唱
へ
る
の
は
能
々
の
時
に
限
る
。 

 

念
仏
は
旧
人
生
を
葬
る
墓
な
る
と
共
に
、
新
人
生
の
母
で
あ
る
。
信
の
一
念
の
裡
に
早
や
永

久
の
新
人
生
に
包
含
せ
ら
る
ゝ
。
此
こ
そ
真
の
現
実
の
人
生
で
あ
る
。
此
生
け
る
信
念
は
念
々

に
新
し
き
世
界
を
生
み
、
又
新
し
き
自
己
の
眼
光
を
開
く
。
信
念
は
常
に
必
ず
如
来
と
浄
土
と

を
生
む
。
此
点
に
於
て
信
念
は
人
生
の
最
終
な
る
と
共
に
、
又
人
生
の
最
初
で
あ
る
。 

 

法
然
上
人
の
念
仏
は
人
生
の
最
終
を
教
へ
た
。
親
鸞
聖
人
の
信
念
は
人
生
の
最
初
を
教
へ
た
。 

 

「
汝
今
人
生
の
最
後
念
に
立
て
」、
此
れ
法
然
上
人
の
教
ゆ
る
所
で
あ
り
、「
汝
今
人
生
の
初

一
念
に
立
て
」、
此
れ
親
鸞
聖
人
の
教
ゆ
る
所
で
あ
る
。
前
者
は
老
人
の
宗
教
で
あ
り
、
後
者
は

嬰
児
の
宗
教
で
あ
る
。
前
者
は
安
息
の
宗
教
で
あ
り
、
後
者
は
勇
進
の
宗
教
で
あ
る
。 

 

「
称
へ
よ
、
た
す
け
ん
」
の
如
来
の
大
命
は
現
実
界
に
は
二
面
に
現
は
れ
る
。
第
一
は
自
己

の
称
ふ
る
声
で
あ
る
。
自
己
の
念
仏
の
声
の
外
に
現
実
の
大
命
は
な
い
の
で
あ
る
。
又
第
二
に

は
自
己
の
唱
へ
ん
と
欲
す
る
意
志
で
あ
る
。「
念
仏
申
さ
ん
と
欲
ひ
立
つ
意
」
で
あ
る
。
前
者
は

外
的
で
、
後
者
は
内
的
で
あ
る
が
、
此
二
つ
は
全
く
一
つ
で
あ
る
。
此
二
つ
は
一
念
同
時
で
あ

る
。
若
し
内
的
意
志
な
け
れ
ば
、
声
は
行
で
は
な
い
。
又
念
仏
の
表
明
な
く
ば
、
意
志
は
空
念

で
あ
る
。
則
ち
信
の
一
念
は
一
面
に
は
称
名
で
あ
り
、
又
一
面
に
は
称
へ
ん
と
欲
す
る
信
念
で

あ
る
。（「
曽
我
量
深
選
集
」
２
巻
『
墓
』
よ
り
抜
粋
） 

 

●
「
曽
我
量
深
信
仰
坐
談
」―

糸
は
お
念
仏
、
針
は
信
心―

 

  

問 

お
念
仏
と
信
心
と
は
、
ど
う
い
う
関
係
で
す
か
。 

 

曽
我 

信
心
と
は
、
た
と
え
ば
糸
に
針
を
つ
け
た
よ
う
な
も
の
。
糸
は
お
念
仏
、
針
は
信
心
。

い
く
ら
お
念
仏
の
糸
が
あ
っ
て
も
、
信
心
の
針
が
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
着
物
を
縫
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
針
が
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
糸
が
あ
っ
て
も
着
物
は
縫
え
な
い
。
い
く
ら
ナ
ン
マ
ン
ダ

ブ
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
と
と
な
え
て
も
、
信
心
が
な
け
れ
ば
助
か
ら
ん
。
お
念
仏
は
糸
の
ご
と
し
、

信
心
は
針
の
ご
と
し
。 

 

信
心
と
念
仏
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
、
大
体
ハ
ッ
キ
リ
せ
ぬ
。
だ
だ
か
ら
、
糸
と
針
の

た
と
え
で
言
え
ば
一
応
ハ
ッ
キ
リ
す
る
。
要
す
る
に
、
縫
っ
て
し
ま
え
ば
糸
だ
け
が
残
る
。
糸

で
着
物
は
で
き
る
の
で
す
よ
。
縫
っ
て
か
ら
も
針
を
つ
け
て
お
い
た
ら
け
が
し
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
い
よ
い
よ
縫
う
と
き
は
針
が
な
け
れ
ば
縫
え
ぬ
。
こ
れ
は
ま
あ
、
一
つ
の
譬
喩
で
す
が
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―
―

。 

 
着
物
は
糸
で
縫
う
。
針
で
縫
う
の
で
な
い
が
、
針
が
な
け
れ
ば
い
く
ら
糸
が
あ
っ
て
も
縫
え

ぬ
。
糸
に
針
を
つ
け
る
か
ら
、
糸
が
着
物
を
縫
う
こ
と
が
で
き
る
。。
着
物
は
糸
で
縫
う
も
の
、

針
で
縫
う
も
の
で
な
い
で
し
ょ
う
。
針
で
縫
っ
た
ら
こ
わ
く
て
着
ら
れ
ん
で
し
ょ
う
。
糸
で
縫

う
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
こ
に
針
が
な
い
と
絶
え
ぬ
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
お
念
仏
で
助
か
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
信
心
と
い
う
針
が
な
い
と
、
お
念
仏

で
助
か
ら
ん
。
助
か
る
の
は
お
念
仏
で
助
か
る
の
だ
が
、
信
心
が
な
い
と
お
念
仏
が
出
て
こ
な

い
。
お
念
仏
が
お
念
仏
の
は
た
ら
き
を
せ
ぬ
。 

 

仏
さ
ま
は
、
わ
れ
わ
れ
を
助
け
ん
が
た
め
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
大
行
を
案
じ
出
だ
し
た
ま
い

て
、
こ
の
名
号
を
と
な
え
る
も
の
を
必
ず
助
け
よ
う
と
誓
わ
せ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
仏
さ
ま
は
、

お
念
仏
を
も
っ
て
助
け
て
下
さ
る
。「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
い
う
。
だ
か
ら
私
ど
も
は
、
本

当
に
助
か
り
た
け
れ
ば
お
念
仏
を
と
な
え
る
。
助
か
る
必
要
が
な
い
か
ら
お
念
仏
が
出
て
こ
な

い
の
で
す
よ
。
お
念
仏
を
も
っ
て
助
け
て
下
さ
る
が
、
お
念
仏
が
お
念
仏
の
は
た
ら
き
す
る
の

は
、
信
心
と
い
う
も
の
が
な
い
と
、
お
念
仏
が
お
念
仏
の
は
た
ら
き
を
せ
ん
の
で
す
。（『
親
鸞

と
の
対
話
』
７
８
頁
抜
粋
） 

  

●
『
日
蓮
論
・
三 

知
行
不
調
和
の
自
覚
』―

万
行
同
帰
の
念
仏―

 

  

我
れ
嘗
て
定
家
卿
が
月
に
対
し
て
、「
天
の
原
、
思
へ
ば
か
は
る
色
も
な
し
、
秋
こ
そ
月
の
光

な
り
け
れ
」
と
歌
ふ
を
見
て
、
深
き
興
味
を
惹
起
す
る
を
禁
ず
る
能
は
ざ
り
き
。
蓋
し
月
は
是

れ
一
也
、
春
夏
秋
冬
共
に
あ
り
、
秋
の
月
必
し
も
清
浄
な
る
に
非
ず
、
而
も
月
を
賞
す
る
者
必

ず
秋
を
取
る
は
何
ぞ
や
。
定
家
解
し
て
曰
く
、「
秋
こ
そ
月
の
光
な
り
け
れ
」
と
。
抑
も
春
は
花

の
時
也
、
夏
は
太
陽
の
時
也
、
秋
は
月
の
時
也
、
冬
は
雪
の
時
也
。
春
の
一
切
事
物
は
悉
く
花

を
中
心
と
し
て
、
宇
宙
万
有
悉
く
花
の
為
に
存
し
、
花
王
を
中
心
と
す
る
。
夏
は
太
陽
の
世
界
、

夏
に
至
り
て
一
転
悉
く
輝
々
堂
々
た
る
東
天
の
旭
日
を
讃
頌
す
る
に
非
ず
や
。
秋
に
入
る
や
、

太
陽
忽
ち
其
威
光
を
失
墜
し
て
、
月
の
世
界
と
転
ず
。
秋
の
万
有
は
悉
く
月
の
為
め
に
存
す
る

に
非
ず
や
。。
天
の
原
に
月
あ
り
と
思
ふ
は
非
也
。
是
れ
月
を
解
せ
ざ
る
俗
物
の
み
。
天
上
を
観

て
秋
月
何
く
に
か
あ
る
と
嘆
ず
る
勿
れ
。
秋
月
は
独
り
天
上
に
存
せ
ざ
る
也
。
秋
の
山
是
れ
月

に
非
ず
や
、
秋
の
海
此
れ
月
に
非
ず
や
、
秋
の
菊
を
見
る
者
、
月
を
忘
れ
て
是
が
美
を
感
ず
る

を
得
ず
。
独
り
夜
の
み
月
の
光
に
非
ず
し
て
、
秋
の
日
中
亦
月
の
光
也
。
哀
れ
な
る
鈴
虫
の
音

は
是
れ
月
の
光
に
非
ず
や
、
落
葉
の
声
は
是
れ
亦
月
の
光
に
非
ず
や
。
悟
り
得
た
り
、
月
は
天

上
に
存
せ
ず
し
て
、
周
囲
の
万
有
に
存
す
る
こ
と
を
、
秋
全
体
月
の
光
な
る
こ
と
を
。 

 

吾
人
は
是
一
首
の
歌
が
秋
全
体
の
光
な
る
を
顕
す
の
点
に
於
て
、
限
り
な
き
霊
感
に
打
た
れ

ざ
る
を
得
ざ
る
也
。
秋
の
万
有
是
れ
月
也
、
秋
の
月
は
是
れ
秋
の
万
有
也
、
吾
人
は
万
有
を
見

て
初
て
月
の
真
面
目
を
観
る
に
非
ず
や
。
唯
一
箇
の
月
と
云
ふ
勿
れ
、
月
は
則
ち
秋
の
万
有
な

れ
ば
也
。
唯
念
仏
と
云
ふ
勿
れ
念
仏
は
是
れ
秋
月
也
、
是
故
に
親
鸞
は
唯
一
念
仏
に
依
り
て
、

泰
然
と
し
て
其
愚
に
甘
ん
ぜ
し
に
非
ず
や
。（「
曽
我
量
深
選
集
」
２
巻
４
６~

４
８
頁
よ
り
抜
粋
） 
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●
『
龍
眼
』―

龍
眼
は
念
仏
・
念
仏
の
み
ぞ
誠
也―

 

  

龍
を
画
い
て
眼
を
入
れ
ず
と
云
ふ
。
誠
に
龍
眼
は
龍
の
生
命
で
あ
る
。
唯
一
箇
の
眼
を
点
ず

る
と
否
と
に
よ
り
て
、
そ
の
死
活
は
決
定
せ
ら
る
。
爾
り
唯
一
箇
の
眼
で
あ
る
。 

 

さ
れ
ど
若
し
徒
に
一
箇
の
眼
を
画
く
ば
か
り
で
、
此
ぞ
龍
の
全
体
で
あ
る
と
云
ふ
人
あ
ら
ば

云
何
。
龍
眼
は
龍
身
に
依
り
て
の
み
龍
眼
た
る
を
得
る
。 

 

念
仏
は
他
力
信
仰
の
龍
眼
で
あ
る
。「
唯
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
」
で

あ
る
。
唯
此
念
仏
の
み
所
信
の
行
体
で
あ
り
、
又
能
信
者
の
生
命
で
あ
る
。
念
仏
な
き
信
心
は

眼
を
入
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
所
信
の
標
的
な
く
、
又
能
信
の
生
命
も
な
い
。「
念
仏
衆
生
摂
取
不

捨
」
と
は
此
謂
で
あ
る
。
而
も
若
し
此
念
仏
を
信
仰
の
自
覚
よ
り
抽
象
し
来
り
て
、
徒
に
高
称

し
、
紙
面
全
体
に
一
大
眼
を
画
い
て
、「
汝
此
一
大
龍
王
を
観
よ
」
と
云
は
ゞ
云
何
。
龍
身
と
雲

と
を
悉
く
抹
殺
せ
ば
云
何
。
か
ゝ
る
念
仏
は
云
何
に
勇
壮
に
響
き
亘
る
と
も
、
云
何
に
幾
万
の

愚
民
を
を
ど
か
す
と
も
、
彼
自
身
に
自
覚
す
る
所
な
く
ん
ば
、
此
れ
行
で
は
な
い
。
虚
仮
の
行

で
あ
る
。
行
に
似
て
行
で
は
な
い
。
行
の
概
念
で
あ
る
。
蓄
音
器
と
何
の
差
が
あ
り
や
。
行
為

と
云
ひ
、
行
業
と
云
ふ
は
自
覚
あ
り
て
の
こ
と
で
あ
る
。
虚
仮
の
行
と
は
、
自
覚
な
き
人
形
の

声
や
活
動
で
あ
る
。 

念
仏
は
信
仰
の
龍
眼
で
あ
る
。
真
の
念
仏
に
は
必
ず
信
念
と
人
生
と
の
二
重
の
背
景
を
要
す

る
。
人
生
は
雲
で
あ
り
、
信
念
は
龍
身
で
あ
り
、
念
仏
は
龍
眼
で
あ
る
。
此
三
は
三
の
ま
ゝ
が

一
で
あ
る
。
唯
一
の
龍
が
三
と
顕
は
る
ゝ
。 

 

信
の
龍
は
雲
の
人
生
を
念
々
に
創
作
し
つ
ゝ
、
而
も
身
を
此
人
生
の
雲
裡
に
没
入
す
る
。
唯

夫
れ
身
の
大
部
を
雲
に
没
す
る
所
に
於
て
真
に
雲
に
乗
じ
て
六
合
に
飛
躍
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

人
生
を
離
れ
た
る
宗
教
は
此
れ
雲
を
離
れ
た
る
龍
で
あ
る
。
而
し
て
宗
教
な
き
人
生
は
龍
な
き

雲
で
あ
る
。
龍
の
死
と
共
に
雲
は
散
失
し
終
る
。
而
も
若
し
念
仏
の
龍
眼
の
嚇
々
た
る
光
な
く

ん
ば
龍
と
雲
と
徒
に
黒
闇
裡
に
葬
ら
れ
て
仕
舞
ふ
。
唯
一
点
の
念
仏
の
龍
眼
は
、
よ
く
龍
身
と

雲
と
の
壮
大
極
り
な
き
光
景
を
照
現
し
来
る
。 

 

我
々
は
単
な
る
自
己
の
眼
を
以
て
龍
と
雲
と
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
我
々
は
龍
眼
の
光

に
依
り
、
龍
眼
が
彼
自
身
の
相
を
照
現
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
茲
に
龍
を
見
る
。
誠
に
龍
を
見

る
の
眼
は
即
ち
龍
の
眼
で
あ
つ
た
。
而
し
て
龍
の
眼
が
又
直
に
我
が
眼
で
あ
つ
た
。
龍
眼
は
徒

に
龍
眼
で
な
く
、
直
に
又
能
観
の
人
眼
で
あ
つ
た
。
能
観
の
人
眼
が
そ
の
ま
ゝ
所
観
の
龍
眼
で

あ
る
。
観
照
の
妙
味
茲
に
在
る
。
如
来
龍
王
は
念
仏
の
霊
眼
に
依
り
て
御
自
身
を
照
し
、
又
我
々

衆
生
を
照
し
給
ふ
。
我
々
は
唯
念
仏
の
仏
眼
に
依
り
て
、
如
来
の
大
精
神
摂
取
の
仏
に
接
す
る
。

「
念
仏
申
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
心
の
を
こ
る
」
は
正
に
念
仏
眼
に
依
る
。 

（「
曽
我
量
深
選
集
」

４
巻
３
７
１
～
３
７
３
頁
よ
り
抜
粋
） 

  

●
『
山
水
の
画
を
見
て
』―

信
心
の
水―

 

  

山
水
の
画
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。
彼
方
に
遥
に
霞
を
帯
び
つ
ゝ
聳
立
せ
る
は
山
で
あ
る
。

此
方
に
黒
く
ゑ
が
ゝ
れ
た
る
は
林
で
あ
る
。
而
し
て
此
山
と
林
と
の
中
間
は
全
く
の
白
紙
で
、

無
一
物
で
あ
る
。
見
よ
、
在
る
物
は
唯
山
と
林
と
で
は
な
い
乎
。
而
も
不
思
議
に
も
我
等
は
是

を
「
山
林
の
画
」
と
呼
ば
ず
に
「
山
水
の
画
」
と
名
く
る
は
何
故
で
あ
る
乎
。
水
よ
水
よ
、
汝
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は
何
処
に
在
る
乎
。
若
し
此
軸
面
よ
り
山
を
取
り
、
更
に
林
を
拭
ひ
去
ら
ば
、
全
く
白
紙
の
軸

と
な
り
終
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
我
々
は
啻
に
山
水
と
呼
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
上
山
水

と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
我
は
彼
方
の
山
を
仰
ぎ
、
此
方
の
林
を
観
る
時
、
不
思
議
に
も
此
二
者

の
中
間
の
空
虚
の
所
に
た
ゝ
え
た
る
水
を
観
る
の
で
あ
る
。
な
き
が
如
く
に
し
て
在
る
は
山
水

の
水
で
あ
る
。
私
が
思
は
ず
水
よ
水
よ
と
喚
ん
だ
の
は
、
此
山
林
の
中
間
に
自
然
に
実
現
せ
る

満
満
た
る
水
に
向
て
発
し
た
る
驚
嘆
の
言
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

雲
霞
の
間
に
髣
髴
と
し
て
見
ゆ
る
山
は
是
れ
西
方
安
楽
世
界
の
教
主
如
来
の
超
世
の
本
願
で

あ
る
。
近
き
此
岸
の
鬱
然
た
る
森
林
は
娑
婆
生
死
の
園
に
迷
ひ
悶
え
つ
ゝ
あ
る
我
々
の
胸
中
八

万
の
煩
悩
の
林
で
あ
る
。
仰
い
で
大
悲
本
願
の
山
を
拝
し
、
俯
し
て
生
死
煩
悩
の
園
林
を
見
る

時
、
我
は
い
つ
の
ま
に
か
法
界
に
た
ゝ
え
た
る
信
念
の
水
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

信
念
は
如
来
の
本
願
と
自
己
の
罪
悪
と
の
間
に
自
然
に
顕
現
し
た
る
不
可
思
議
の
存
在
で
あ
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

画
を
解
せ
ざ
る
も
の
は
此
の
山
水
の
画
を
嘲
つ
て
、
山
林
の
画
と
謗
り
、
遂
に
筆
を
呵
し
て

水
を
描
が
ゝ
ん
と
企
つ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
幽
嘲
な
る
山
水
の
霊
境
は
忽
に
去
り
て
、
我
等

は
忽
ち
濁
悪
な
る
現
実
世
界
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
鳴
呼
奇
な
る
哉
や
、
水
を
ゑ
が
ゝ
ざ
り
し

時
、
已
に
水
現
は
れ
、
水
を
ゑ
が
く
時
、
啻
に
水
が
枯
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
山
も
林
も
恚
く

そ
の
意
義
を
破
壊
せ
ら
れ
て
仕
舞
つ
て
、
根
本
的
に
山
水
の
画
な
る
も
の
が
滅
亡
し
た
の
で
あ

る
。 

 

蓋
し
画
に
於
け
る
山
と
林
と
は
実
で
あ
る
、
独
り
水
は
虚
で
あ
る
。
而
し
て
虚
な
る
水
は
独

り
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
ず
し
て
、
全
く
実
な
る
山
と
林
と
に
依
り
て
現
は
る
ゝ
と
共
に
、
已

に
一
度
現
は
れ
終
り
し
上
は
そ
の
妙
用
無
碍
自
在
に
し
て
、
実
以
上
で
あ
る
。
故
に
山
水
の
画

の
中
心
は
林
で
な
く
、
山
で
な
く
し
て
、
虚
な
る
水
で
あ
る
。 

 

自
己
の
罪
悪
の
機
の
深
信
の
林
に
す
わ
り
て
、
遥
遠
な
る
如
来
の
本
願
の
山
嶽
を
仰
ぐ
時
、

奇
な
る
哉
や
、
わ
が
坐
せ
る
煩
悩
の
林
の
下
ま
で
信
念
の
浄
水
は
入
り
満
ち
下
さ
る
の
で
あ
る
。

此
水
は
林
の
下
よ
り
湧
き
出
で
た
や
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
あ
の
天
に
接
す
る
山
嶽
よ
り
湧
き

出
で
た
る
も
の
で
あ
る
。
山
や
そ
の
深
と
遠
と
大
と
を
き
は
め
て
、
信
仰
の
水
は
清
浄
と
寒
烈

と
を
極
め
て
不
尽
で
あ
る
。
此
水
や
本
願
の
山
よ
り
生
じ
つ
ゝ
、
却
て
そ
れ
に
崇
厳
と
清
純
と

を
加
へ
、
又
煩
悩
の
林
を
し
て
千
紫
万
紅
の
色
を
添
へ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
此
信
念
の

水
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
如
来
と
云
ひ
煩
悩
と
云
ふ
も
所
謂
一
箇
の
観
念
遊
戯
の
絵
画
に
過
ぎ

な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
今
や
わ
れ
等
は
か
の
本
願
の
山
と
こ
の
煩
悩
の
林
と
の
間
に
信
念

の
水
を
み
る
時
、
忽
ち
観
念
遊
戯
の
範
囲
を
超
越
し
て
、
歓
喜
報
恩
の
実
生
活
に
入
る
の
で
あ

り
ま
す
。 

 

蓋
し
水
の
妙
味
は
ゑ
が
ゝ
ざ
る
所
に
在
る
。
信
念
の
妙
旨
も
亦
不
可
思
議
の
所
に
在
る
。
親

鸞
聖
人
言
く
「
聖
道
門
の
人
は
み
な
、
自
力
の
心
を
む
ね
と
し
て
、
他
力
不
思
議
に
入
り
ぬ
れ

ば
、
義
な
き
を
義
と
す
と
信
知
せ
り
」
と
。
こ
と
さ
ら
に
心
を
つ
く
ろ
ひ
て
清
浄
真
実
の
心
と

な
ら
ん
と
つ
と
む
る
は
此
れ
墨
を
以
て
水
を
ゑ
が
く
自
力
の
人
で
あ
る
。
義
な
き
を
義
と
す
、

自
己
の
は
か
ら
は
ざ
る
所
に
如
来
の
不
可
思
議
の
御
は
か
ら
ひ
が
あ
る
。「
他
力
の
信
水
」
は
自

然
に
入
り
満
ち
下
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。 

 

慚
愧
、
讃
仰
の
宗
教
は
此
れ
や
が
て
信
念
の
宗
教
で
あ
る
。
信
念
は
本
願
の
山
で
な
く
、
又

煩
悩
の
林
で
な
い
。
唯
山
よ
り
出
で
ゝ
近
く
林
の
下
に
来
る
所
の
水
で
あ
る
。（
「
曽
我
量
深
選

集
」
２
巻
２
３
０
～
２
３
４
頁
よ
り
抜
粋
） 
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● 

『
二
つ
鏡
、
行
信
相
映
』―

限
り
な
い
自
覚
内
観―

 

  

相
対
向
せ
る
二
つ
の
鏡
は
、
相
互
に
あ
る
一
方
の
鏡
の
影
が
他
の
一
方
の
鏡
に
映
る
、
そ
の

映
つ
た
侭
が
ま
た
さ
き
の
鏡
に
映
る
。
か
や
う
に
こ
れ
が
限
り
な
く
重
々
無
尽
に
互
に
映
つ
て

来
る
。 

例
へ
ば
、
私
は
今
金
沢
に
居
る
、
金
沢
の
一
地
点
に
於
て
金
沢
の
地
図
を
描
く
と
す
る
。
も
し

金
沢
以
外
の
地
点
、
た
と
へ
ば
京
都
に
居
つ
て
こ
の
金
沢
の
地
図
を
描
く
こ
と
は
至
極
簡
単
な

も
の
で
、
最
初
の
予
定
方
針
に
随
つ
て
成
果
は
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
も
何
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
。
所
が
私
が
金
沢
の
中
に
居
つ
て
金
沢
の
地
図
を
描
く
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
簡
単
に
行

け
な
い
。
何
故
か
な
れ
ば
、
地
図
を
現
に
描
い
て
居
る
自
分
は
現
に
描
か
る
べ
き
金
沢
に
居
る

自
分
で
あ
る
。
而
も
そ
の
描
か
る
べ
き
金
沢
は
現
に
そ
れ
を
描
き
つ
ゝ
あ
る
所
の
自
分
の
居
る

金
沢
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
金
沢
の
地
図
を
現
に
書
い
て
居
る
自
分
と
、
そ
の
自
分
の
居
る
金

沢
と
云
ふ
も
の
が
重
々
無
尽
に
お
互
に
関
係
し
て
来
る 

そ
こ
で
此
金
沢
の
地
図
を
書
く
と
云
ふ
こ
と
は
詰
り
自
分
を
描
く
、
現
に
自
分
を
描
き
つ
ゝ

あ
る
、
自
分
自
身
を
描
く
と
云
ふ
こ
と
は
、
画
い
て
居
る
自
分
は
、
い
つ
ま
で
画
い
て
も
画
き

尽
せ
な
い
自
分
を
見
る
が
故
に
画
く
自
分
は
画
く
と
云
ふ
努
力
の
意
識
を
超
え
て
、
限
り
な
く

自
己
を
描
く
こ
と
に
努
力
し
て
止
ま
ざ
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
茲
に
は
自
己
描
写
の
無
限

の
力
は
誠
に
内
に
自
然
に
湧
く
所
の
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
情
意
の
泉
で
あ
り
、
新
に
描
か
れ
た
る

自
己
は
、
描
く
自
己
を
超
え
、
描
く
自
己
を
し
て
描
か
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
情
意
の
力
そ
れ

自
体
で
あ
る
。
か
く
し
て
描
か
る
ゝ
自
分
に
於
て
描
く
自
分
の
久
遠
の
姿
を
見
出
す
時
、
そ
の

二
つ
の
自
分
は
全
く
一
つ
な
の
で
す
。 

鏡
体
は
二
枚
な
れ
ど
も
二
枚
の
各
の
鏡
に
於
て
無
量
無
数
の
鏡
影
が
あ
る
。
こ
つ
ち
に
百
万

の
鏡
が
あ
れ
ば
あ
つ
ち
に
も
百
万
の
鏡
が
あ
る
、
乃
至
こ
つ
ち
に
百
億
の
鏡
が
あ
れ
ば
あ
つ
ち

に
も
百
億
あ
る
。
そ
こ
の
境
地
を
「
内
観
」
「
自
覚
」
と
か
云
ふ
意
義
が
あ
る
。 

 

か
う
云
ふ
工
合
に
云
へ
ば
よ
く
お
解
り
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
先
き
に
申
し
ま
し
た

合
せ
鏡
を
見
ま
す
に
、
何
千
何
万
何
億
だ
か
知
ら
ん
無
数
に
相
互
に
影
が
映
る
。
そ
れ
が
前
な

ら
ず
後
な
ら
ず
一
念
同
時
に
、
鏡
体
は
二
枚
な
れ
ど
も
二
枚
の
各
の
鏡
に
於
て
無
量
無
数
の
鏡

影
が
あ
る
。
こ
つ
ち
に
百
万
の
鏡
が
あ
れ
ば
あ
つ
ち
に
も
百
万
の
鏡
が
あ
る
、
乃
至
こ
つ
ち
に

百
億
の
鏡
が
あ
れ
ば
あ
つ
ち
に
も
百
億
あ
る
。
そ
こ
の
境
地
を
「
内
観
」「
自
覚
」
と
謂
ふ
。
そ

れ
が
詰
り
兆
載
永
劫
の
修
行
と
謂
ふ
、
是
で
法
蔵
菩
薩
が
え
ら
い
分
つ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
さ
う
分
つ
た
訳
で
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
た
ゞ
説
明
し
て
見
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
兆
載
永
劫
の
御
苦
労
と
云
ふ
と
徒
歩
裸
足
の
御
苦
労
、
草
鞋
を
履
い
た
御
苦
労
か
と
思

ふ
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
、
大
変
深
い
「
内
観
」
と
云
ふ
や
う
な
言
葉
で
表
は
す
な
ら
ば

余
程
近
く
な
り
は
せ
ん
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
内
観
と
云
ふ
理
窟
に
な
つ
て
又
本
当
の
精
神
に
背

い
て
来
る
か
も
知
ら
ん
。
二
枚
の
鏡
を
合
せ
る
と
云
ふ
と
そ
こ
に
互
に
相
映
じ
て
来
る
。
だ
か

ら
し
て
自
分
を
内
観
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
全
世
界
の
一
々
の
事
物
に
於
て
自
己
の
内
生
活
の
姿

を
見
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
眼
を
つ
ぶ
ら
な
け
れ
ば
内
観
出
来
な
い
の
で
な
い
、
正

見
の
眼
を
開
い
て
内
観
す
る
、「
内
観
」
と
云
ふ
意
味
は
か
う
云
ふ
風
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

又
か
う
で
な
け
れ
ば
内
観
と
云
ふ
こ
と
は
全
然
成
り
立
た
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
申
す
の
で
あ
り
ま

す
。（「
曽
我
量
深
選
集
」
１
０
巻
２
３
６
～
２
３
８
頁
よ
り
抜
粋
） 
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●
『
大
自
然
を
胸
に
』―

我
の
肉
体
は
法
蔵
菩
薩
の
道
場―

 

  

我
々
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
深
重
の
業
の
所
有
者
で
あ
る
。
わ
が
霊
は
未
生
以
前
に
深
重
な

る
言
教
を
全
身
に
沁
み
て
生
れ
た
。
我
は
如
来
の
大
願
業
力
が
此
肉
体
の
一
毛
孔
に
も
充
ち
満

て
る
こ
と
を
思
ふ
。
噫
闇
の
業
報
よ
、
而
し
て
闇
に
か
ゞ
や
け
る
宿
業
よ
。
我
の
肉
体
は
是
れ

現
在
の
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
法
身
説
法
の
道
場
で
あ
る
。
我
は
小
な
る
意
識
に
依
り
て
自
己
を

制
限
す
れ
ど
も
、
肉
体
は
是
れ
大
な
る
我
で
あ
る
。 

 

我
は
我
が
肉
体
を
内
観
し
て
、
原
始
人
、
自
然
人
、
種
族
人
、
十
方
衆
生
を
見
る
。
肉
的
生

身
が
現
実
の
根
本
自
我
で
あ
る
。
此
肉
身
に
無
始
以
来
の
祖
先
の
言
教
が
あ
る
。
我
々
の
一
挙

一
動
悉
く
無
意
識
な
る
言
教
の
所
発
で
な
い
か
。
無
始
以
来
の
生
類
の
歴
史
は
我
の
自
然
の
言

教
で
あ
る
。
祖
先
の
内
的
経
験
は
悉
皆
網
羅
し
て
我
の
無
意
識
の
言
教
で
あ
る
。
我
は
専
ら
此

厳
粛
深
重
な
る
言
教
に
発
遣
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 

子
々
孫
々
の
相
続
は
我
々
の
未
生
以
前
の
無
意
識
の
教
で
あ
る
。
我
々
は
此
不
可
思
議
な
る

「
経
典
」
を
持
し
て
誕
生
し
た
。
誕
生
す
る
こ
と
そ
の
こ
と
が
已
に
此
「
経
典
」
の
力
で
あ
る
。 

 

如
来
は
そ
の
皮
を
紙
と
し
、
そ
の
骨
を
筆
と
し
、
そ
の
血
肉
を
墨
汁
と
し
て
、
生
け
る
「
聖

教
」
を
創
作
し
給
ひ
た
。
そ
の
「
聖
教
」
は
我
の
肉
体
で
あ
る
。
肉
の
声
は
聖
教
の
自
発
で
あ

る
。
天
親
論
主
が
声
を
教
体
と
す
る
と
云
は
れ
た
の
は
そ
の
謂
で
あ
る
。
名
号
為
体
と
は
声
を

体
と
す
る
の
謂
で
あ
る
。『
大
無
量
寿
経
』
は
此
肉
体
の
体
験
の
「
経
典
」
で
あ
る
。 

釈
尊
の

体
験
の
表
明
で
あ
る
。
此
体
験
は
十
方
衆
生
の
体
験
で
あ
る
。 

 

観
念
の
念
仏
な
ん
か
駄
目
で
あ
る
。
体
験
の
念
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
等
の
祖
先
の
体

験
は
諸
仏
、
菩
薩
、
諸
天
、
諸
神
の
名
と
な
つ
た
。
而
し
て
遂
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
な
つ
た
。

ま
こ
と
に
弥
陀
の
名
号
は
五
劫
永
劫
の
正
覚
の
果
名
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
十
方
衆
生
の
創
造
で

あ
る
。
爾
り
全
人
類
の
創
造
中
に
此
に
比
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
。 

 

ま
こ
と
に
念
仏
の
一
行
ば
か
り
は
発
遣
還
相
の
教
に
し
て
、
招
喚
往
相
の
行
で
あ
る
。
念
仏

ば
か
り
は
尽
未
来
際
の
全
人
類
の
創
作
で
あ
る
。
爾
り
我
の
肉
で
あ
り
て
、
又
霊
で
あ
る
。
我

の
教
で
あ
つ
て
又
行
で
あ
る
。
実
に
往
還
共
に
唯
一
念
仏
で
あ
る
。
念
仏
は
観
念
遊
戯
で
あ
つ

て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
大
願
業
力
の
象
徴
で
又
表
現
で
あ
る
。
全
人
類
の
現
実
的
の
絶
対
唯
一

の
労
作
で
あ
り
事
業
で
あ
る
。 

 

教
の
肉
を
離
れ
て
行
の
霊
は
な
い
。
教
と
行
と
を
離
れ
て
は
、
そ
の
証
は
自
性
か
唯
心
か
で

あ
り
、
そ
の
信
は
定
心
か
散
心
か
で
あ
る
。（「
曽
我
量
深
選
集
」
３
巻
２
１
０
～
２
１
１
頁
よ

り
抜
粋
） 


